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用途

トヨタ自動車にて採用されているカーボンルーフ（CFRP）の補修要領です。

リペア可否判定

以下の項目に従ってリペアの可否判定をします。

リペア手順

温水と洗剤にて被塗物を洗浄し、洗浄後はきれいな水で洗剤を十分に洗い流してください。

サンディング前に被塗物の不純物をシッケンズ脱脂剤にて除去してください。

ウェットサンディング（水研ぎ）にて傷をサンディングします。

ウェット P1000 でサンディングを開始し、最終ウェット P1500 で仕上げます。

その後、ルーフ全体をウェット P1500 で足付けします。

 ※ルーフパネルのブロック塗装を推奨します。

※ カーボン素地が露出しないよう充分注意してサンディングを行ってください。

カーボン素地が露出してしまった場合はリペア不可能となります。

適切な脱脂洗浄後、オートクリヤープラス HS を塗装します。
オートクリヤープラス HS の詳細は T.D.S 5.2.64 を参照してください。

リペア可能
爪が軽く引っかかる程度

又はそれより浅い傷

リペア不可能

Yes

傷の最深部は白色

No

爪が深く引っかかる傷

パネルに折れ又は割れがある

カーボン素地が露出している

※リペア不可能の場合

は、トヨタ自動車の推奨

する手順に従ってくださ

い。


